
三浦かんな（中3）

かりん（小6）

まりな（小2）

私たちにできること
－事故のその後－



自己紹介





事故紹介 (2018.10.23 西興部村)

• 年少クラス３名の内１名の不在に気付かず



取り組み
• そのみ（母） 全道の保育施設に注意喚起の文書送付依頼(2018)

• かんな（長女）・かりん（次女） 車内放置壁新聞（2019）

• かりん（次女） ライジャケ新聞（吉川さんを取材）(2021)

→ライジャケをつくろう

• かんな（長女） 水の作文 最優秀賞「水が持つふたつの顔」(2022)

バス置き去りと水難事故について

• まりな（三女） 「わすれんぞう」発明アイディアコンテスト(2022)

• そのみ（母） 「子どもを園バスに置き去りにされて」出版（2023）



かんな（長女）・かりん（次女）

車内放置壁新聞（2019）

北海道新聞

小学生壁新聞グランプリ

佳作



浮いて待て実験中 • ライジャケ新聞作成のため



ライジャケ新聞（2021）

北海道新聞

小学生壁新聞グランプリ

チャレンジ賞



バス置き去り事件とライ
ジャケについて書く。

第44回全日本中学生水の作
文・北海道地方コンクール
最優秀賞

「水が持つふたつの顔」

2022/7/31 名寄新聞



2021/9/8  朝日新聞全道版

2021年7月のバス
置き去り事件の後
に取材を受ける。



2023/1/27  北海道新聞道北版





ライジャケステーションを作ろう！

• ライフジャケ新聞をきっかけに、

  ライジャケステーション設置を決意

• 絵や作文の副賞で資金集め開始

• 募金活動と町長に設置の相談

• 目標額の28000円を図書券で獲得

• 下川町コモレビに2022/7/15に設置

「しんちゃんのライジャケレンタルステーション」



得意分野で副賞を獲得



ライジャケステーション完成(2022/7)



そのみ（母）の活動

9/30 17：00～

Kindleのebook

24時間無料でダウンロード可能



事件を通じて学んだこと

• かんな（長女） 少年の主張北海道大会 最優秀賞

吉川さんの活動からの学びについて発表

期間限定掲載中（９月３０日まで）



私たちのこれから

• 自分たちの命はたくさんの人たちに守られている。

→私も安全な社会をつくる一員となる
→勉強を頑張り活躍したい
→わすれんぞうの実現化
→ライジャケステーションの認知拡大
→不平を言うのではなく問題解決できる大人になる

社会は



安全な社会は
私たちひとりひとりがつくっていく







監視員が２人から３人へ

不在の時もあった
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